
第 109回番組審議委員会議事録 

 

1. 提出期間 

令和 4 年 10 月 25 日（火）～11 月 4 日（金） 

２．開催場所 

  自宅にて同録 CD（データ）を聞いていただいての審議 

３．委員出席者（委員総数 7 名） 

意見提出 7 名、    

4．議題 

 （1）番組・イベントについて 

（2）地域力アッププロジェクト 

（3）番組審議 

５．議事の概要 

（1）番組・イベントについて 

   ・8/27（土）、２９（月）末武中 千々松先生職場体験 

    ・9/5（月）～15（木）委託業者・無線従事者立会のもと、無線局に係る法定検査 

（スタジオ・親局・中継局 6 局） 

    ・9/11（日）第 11 回周南ジャズ・フェスティバル（スターピア大ホール） 

    ・9/16（金）17:07 周南市から台風 14 号接近に伴う注意喚起の割込み放送 

    ・9/18（日）10:35 周南市から避難所開設についての割込み放送 

           12:35 下松市から避難所開設についての割込み放送 

           14:35 周南市から警戒レベル３ 高齢者避難指示発令についての割込み放送 

           16:00 下松市から高齢者避難指示についての割込み放送   

     9/19（月）10:40 下松市から市内全域避難指示についての割込み放送 

           11:40 周南市から夜市・鹿野・三丘の避難指示についての割込み放送 

    ・9/20（火）9:30～周南市無線 LANネットワークシステム保守点検 

    ・9/21（水）9:25、30、45 周南市・下松市訓練放送 

    ・9/24（土）第 15 回 U-11 サッカー大会 

    ・9/27（火）10:00～下松市割込み放送点検とテスト放送 

    ・9/29（木）末武中 2 年に職業講話（松本）   

    ・10/3（月）～7（金）開局 19 周年感謝祭週間 

    ・10/19（水）9:25、30、45 周南市・下松市訓練放送 

           JASRAC 調査日 

    ・11/2（水）10:00 緊急地震速報訓練 

 （2）地域力アッププロジェクト 

    ・「こども新聞 63 号」（9/30 発行）配布中 

     「こども新聞 64 号」（12/20 発行予定）編集中 

   ・フリーマガジン「Rally Voice Jam Vol.25」 10/１発行 

  （3）番組審議 

     「開局祭特番～周南地域の新名物 実食コーナー」 

         放送日時 10 月 7 日（金）12 時 30 分～ 

         パーソナリティ ： 水津 香織・山根由紀夫 



6．審議内容 

「開局祭特番～周南地域の新名物 実食コーナー」 

         放送日時    ： 10 月 7 日（金）12 時 30 分～ 

         パーソナリティ ： 水津 香織・山根由紀夫 

            FM フリーマガジン「Rally Voice Jam」との連動企画。 

            特集「地産地消～見つけた！周南地域の新名物～」ということで、 

            マガジンに掲載した商品の実食コーナーを設けました。 

            月曜：自然薯  火曜：日本きくらげ/雲丹粉（紹介のみ） 

水曜： 青パパイヤ/かぼちゃプリン   木曜：大城ケーキ   金曜：まいに Chili 

 

・水津さんと山根さんが食べ物を紹介するのにラジオでは伝えられない「におい」をうまく表現できていると 

思います。 

視聴者が「食べてみたい」と思わせる紹介のしかたが良い。 

２人が本当に楽しそう。 

  周南地域は「お土産」が少ない。その中でも良い商品はあるので、ラジオでもしっかり PR してほしい。 

  

 ・Rally Voice Jam を手元に置いてきくと効果的に楽しめました。 

千円以内で買えるのは魅力的。 

  調味料ということで、何にかけたらいいか？議論が展開、色、かたち、匂い、例え、感想のレポートなどラジオ 

ならではの想像させるトークが秀逸でした。 

  購入はネットショップでとありましたが、どう検索すればいい？雑誌ない人は？という疑問が。 

試しに「まいにちり 調味料」で検索しても購入ページにたどりつけませんでした。 

ラリーボイスが手元にない人にも伝わるように発信した方がよいと感じました。 

 

・音だけで聞く食レポ、いいですね。ちょうどおなかが空き始めた時間だったので焼き鳥を食べたくなりました。 

ちょうど最近京都に行き、唐辛子屋を見学したばかりでしたので、あああの色かな・香りかな、というイメージ

がわきあがってきました。 

  ちょっと男性の声が聴きにくい部分がありました。 

女性の方は一定してはっきり聞こえている分、男性の位置が変わったりしているのかな？と感じました。 

番組聞き終わった後、Google にて「須磨地区 唐辛子」と検索してみたところ、発見できませんでした。 

はっきり商品名を覚えられなかったので、「すまちくのとうがらし」で探してみた感じです。 

 

 ・かぐせんさん、話がうまいですね。 

60 歳？ぐらいだと思うのですが、声が若々しいです 

  ラジオに珍しく実食ということで、ガッツリ食べるのは間がもたなくなりそうですので、こういった、 

「なにに合う」「なにを用意したらいい」などの発言ありで、想像力をかきたてられとても楽しかったです。 

  二人の掛け合いも気があってるのかテンポがよく聞きやすかったです。 

 

 ・まず、周南市で多くの名物が生まれていることを初めて知り、地元で七味や、燻製とうがらしなどの調味料が 

作られている事に興味が湧きました。 

特に燻製とうがらしは名前自体聞いたことが無く、非常に気になりました。焼き鳥には七味くらいしかイメージ 

がなかったので、もっと打ち出せばメジャーになるのではないでしょうか。 



パーソナリティの男性の方が正直にコメントしていただいていたので真実味があり、より味のイメージがしやす 

かったです。 

 

 ・今回ご紹介された「まいに chili」 

パーソナリティーの方も、聞きなれない名称を伝わりやすくするために表現に気を付けていたのがよくわかりま

した。 

しかし最初「まいにちり 周南」と検索しても出てこず、「まいにちり 周南 七味」で見つけることができまし

た。 

何かをリスナーに伝える企画の時には、やはりこの「言葉で伝える」ことが、ラジオの難しさだと感じました。 

しかし商品については、大変興味を引かれました。 

グルメでおいしいお店が紹介されるのはよく見かけますが、そのお店が作った香辛料がピックアップされるのは

あまり見かけないので、とても面白かったです。 

地元の情報ツールとして、今後も広く深く伝えていただければと思います。 

 

・今回のテーマは、二人の掛け合いや食べた時の感想を楽しむのがメインだと感じた。 

正直内容は頭に入ってきづらいように感じる。ラジオの特性上、声しか入ってこないという点から、もう一度 

見直すこと、目で情報を得ることができないため、内容を自分に落とし込むことが少し難しかった。 

このテーマ自体は面白く、ＢＧＭ感覚で聞いてほしい、冊子を事前もしくは見ながら楽しむのであれば何も 

問題ないと思う。 

内容が伝わってほしい、実際に買って試してほしいというのであれば個人的にはラジオでは伝わりづらいのでは 

と思った。 

 

7．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容 

「激熱トーク」参加者に、番組審議委員会での意見を報告した。 

7 月の特番を 12 月に再放送することに。また、今後の「激熱トーク」の展開を大事に進めたい。 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

    公表の方法  事務所への備置、自社ホームページへの掲載 

    公表の内容  議事録 

    公表年月日  令和 4 年 11 月 25 日 

 

９．その他参考事項  

次回審議会については決まり次第連絡いたします。 

 


